




































た一九九三年にカンボジアに入りました。カンボジアでは、ポル＝ポトの時代（一九七六～一九七九）での三年ほど仏教実践が途絶えます。そ 後どのように復興してきたの という調査を通じて、生きている仏教を考察するための新たな視点と課題をみいだし した。そうして今日に至っております。　
非常に恵まれた研究機関での活動を終え、
この四月から現在の職場に移りました。ここには、



























なります。日本のお坊さんはお酒も飲みます。結婚して家庭もつ ます。そのよう 行いは、煩悩の滅却をめざす出家者である限り、避け ければ ら い行為とし いるのが、タイや東南アジア 仏教なのです。欲望を断つ　
そ
のようなわけで、この地域では普通の一般男性が出家しています。出家とは戒を授かるこ





言います。この戒のあらためをする場所も決まっ います。得度のとき戒を授かる場所と同じ、結界をもつ布薩堂です。二週間に一回、比丘は必ずこれをやらなければいけない。戒を受けて出家（得度）すれば、その後 は必ず戒あらため する ですか 一〇年出家しているお坊さんはそれを一〇年間やり続けていることになります。　
出家者がもつ戒は罰則を伴う点で
「戒律」でもあります。多くの戒のなかで、 破ったら即レッ
ドカード、すなわち還俗（出家者 集まり［サンガ］から追放されて俗人にもどること）しければならな 戒が四つあります。修行者には重罪に相当する「波羅夷（はらい） 」 言いますそれは、セックスした場合（婬戒） 、盗んだ場合（盗戒） 人を殺した場合（殺人戒） 、そして嘘をつくこと（大妄語戒）です。この四つを犯すと出家者を続けることはできません。　
二
二七条の戒には他にもいろいろなものがあります。酒を飲まない、立ったまま放尿しては
ならない、食べたものをおい いと思って いけないなど、全て「何々してはいけ い」という「止悪戒」です。　
正
午を過ぎると食事はできません。正午前に固形物の食事を終えます。午後には、お水やお








仏教」です。 「北」と「南」の大きな違いは、 南伝仏教は、 おそらく仏陀が生きていたときに使っていたとさ パーリ語による経典（法語）を口伝で継承してきました。北伝仏教では、パーリ語より後発の、洗練され サンスクリット と、漢語 訳された膨大な仏典が書かれ、それが日本に至っていま 大乗仏教はほとんど北伝とみなしていいです。　
二
二七条の戒は非常にわかりやすい。仏陀は「人生は苦」とみなしました。生きるこ とは





す。長生きしたい、若いままでいたい、他の人よりいい車を持ちたい、他人と比較してもっと美しくなりたいなど、そう った執着が苦を生んでいる。だから、苦を断つために、こういう条項を守ればいいんだよ それを細かく見ていくために、 四つの真理 （四諦＝苦諦・集諦・滅諦・道諦）と八つの正し やり方（八正道＝正見・正思惟・正語・正業・正命・正精進・正念・正定がありますよ、というかたちでまとめられて ます。仏陀自身は、 わゆる「対機説法」いうかたちで弟子たちに教えてきたようです。 のような教え方は、近現代の学校での授業とは違 ます。体系的なドリルや書物に るものではなく、その時機の話題に応じた問答のかたちで、教えを伝えてきたといわれます。　慈悲から生まれた菩薩信仰　
仏
陀の没後、口伝で継承されてきた教えはいろいろなかたちで弟子たちがまとめ、やがて非





る信仰を説きます。そのようにして一般向けに大乗仏教は生まれてきたのだとされます。ただし大乗仏教がいつどこから生まれたのかということは、いまだに謎です。仏陀の時代の初期仏教から、三〇ある は八〇ともいわ る部派仏教の時代があり す。そして、部派仏教の時代から初期大乗が生まれ、ナーガールジュナ（龍樹）が出てきて、現在にいたる大乗仏教の哲理を説くという仏教史の物語があります。人々は歴史的な人物であった仏陀ではなく、願いと想念からうまれた多様な菩薩や仏性を法身化し 仏像を崇め信仰するようになる もっとも、この物語は後代の大乗仏教徒から見たインド仏教史です。大乗 こそが仏教の発展型で正当なものとする歴史です。そこでマイナーとされた南伝仏教から見たインド仏教史は、英国ですに試みられているものの［ゴンブリッジ











仏教が人生や生活の一部になってい からです。仏教は、自らが行いを通じて示すものであるからです。地方農村では、正午前になると、多くの場合、高齢の女性たちが托鉢で足りなかった食事の不足分を、弁当箱にいれてお寺に持っていきます。寺院施設へ出家者 ための食事を持参して供養する。新月と満月の日 は、在家者のための戒をうけて寺院の講堂にこもって読経したり瞑想したりします。家にいる場合は、自宅の仏棚に、ロウソクと花を供えます。　
上
座仏教は出家主義の自力救済の仏教だといわれますが、こうした在家の支援がなければ、




みだす源泉になっているのか、といえばどうもそうではないというのが私の考えです。上座仏教が根づいているところは、どこでも人々の暮らしと人生を基礎にしている。出家者は誰もがもと俗人社会の住人です。そして、その多くが、スリランカでも東南アジアでも、熱帯モンスーン気候の下でお米をつくる人たちです。皮膚を焦 す灼熱の太陽と、 荒々しい降雨が交互にやってくるところで人々は生活を営んで ま 自然環境 生業を支え、時には破壊する。こ 地域では、理念 しての法律よりも、自然が人間を支配する。仏陀は、まさしくそう た環境と、それに包摂される社会をみつめることで仏教を創始して ます　
コ
メ造りは日本も同じなので、自然の恵み、自然環境の厳しさのなかで人々が暮らしに根づ






















奪って生きているという、大袈裟にいえば引き裂かれるような、互いに矛盾する認識。ある意味で、このよう 認識にもとづく日々の活動で刻まれる経験知に、仏教 帰依することで生じる功徳や 草木虫魚にやどるカミガミを祀 営みの「経済」が生まれています。宗教と経済をめぐ 根源的な実践とい ますか、近代の知性が両者を切り離して自明視して る、済の抜き差しならない関わり 繋がりがここにあ かと思い す。　
人
間は、生きるうえで他の生命を殺めることを避けられない。他の生命をもらって生きる。
しかし、 その殺められた命は、 必ず別の、 それを屠った自分をふくめた別の生命へと活かされる、活かされなければおか い。そうい 生の循環をめぐる経済 「哲学」で　
さ
らに、暮らしの営みのなかでは、こうした循環、つながりの連鎖が切れる事態も頻繁に起







spirit	cults ） とはなんでしょうか。東南アジア大陸部地域に現在の仏教 （ス
リランカのマハービハーラ［大寺派］系の上座仏教）が、各地域の当時の王を通じて受容されはじめるのは一一世紀～一二世紀頃で 考古学的な資料では、四～六世紀ぐらいには、大乗、密教など多様な仏教が流れついてきたとされますが、以下に紹介する精霊に関わる宗教実践は、仏教が伝わる遙か以前から存在し、地域ご に多様な姿をとって今日 至っているものです。これを、もともと仏教徒ではない先住者の社会にみておきます。その儀礼の作法などは、後発の仏教徒の人々にも影響を与えてきたからです。　
現
在のラオ人やタイ人が来る前から住んでいた人たちのことを、 「モン・クメール系諸語族」




































talaeo ） 」と言うのですが、 「目」のようなものです。あたかも現代の都市
171
社会での監視カメラ（パノプティコン）のように、 部外者にたいして「見ているぞ。入ったら駄目だぞ」という、 境界をつくり、警告を示すもの す。これは、 村、 耕作地、さらに家屋 なか 部屋にも他所者にたいして侵入禁止 シルシとして使われています。　
供
犠の儀礼の際には、それを村の境界




































ささげ、そしてそのあと、みんなでその肉を食べることです。供犠獣を殺し、切り分ける役目は男性です。女の人はやりません。そして男女一緒になって食べるのですが、 これは「直会（なおらい） 」です。日本でも収穫の後に、みんなでご飯を食べるときに、 「直会をやろう」と昔はよく言っていました 神様の前で、村人の労いといいますか、お互いの絆を確かめ合う。霊を前にして、 「来季もお米がとれたらいいね」と う感じでやる「直会」＝共食＝が付属するということです。共同体の象徴的行為　
村
を守るカミ、精霊の種類は、村ごとの歴史をうつしていろいろとあります。先住の人たち





ください」ということで報告して、出発前に、この祠（ほこら）に行きます。そして、帰ってきたら、また ぐに祠に来て、 「ありがとうございました。無事に帰ってきました」ということをしっかりとやって ます。　
森
のカミや先住者が祀っているカミ、場所によっては、かつて戦場だったところに村ができ







と直ちに衣を脱いで、もとの俗人に戻らなければなりません。俗人の余り物をいただくという意味での乞食（こつじき）でくらす出家者というのは、自分の生存に必要な殺める行為を俗人に任せているのです。 まり、俗人任せにしてしま ことで、殺生を回避し、托鉢で乞食の道を選んでいるという点がポイント す。　
上
座仏教では「感覚ある生物の命を奪うこと」を禁じていると、パーリ経典を狭くとらえる
人もいますが、現実の村人は、日本と同じ 、 「草木虫魚みな同じ」という感じで生命をみています。経典だけを見 人は、 「インドの仏教は、草や花を生き物と みない」と言いますが、実践を見たら、 「草にも命がある。稲にも魂がある」という信仰が広がっております。ですからこの全てに関わ ないというのが僧侶のあり方な です。　
つ
まり、南伝上座仏教の一番大事なところは、自分で殺さないために、人が食べたものの残








「入安居（いりあんご） 」 「出安居（であんご） 」 、とよば












侶）からしかもらえない です。上座仏教の場合は、出家する場合、四人以上の先輩僧がいないと得度できないシステムになって ます。そのうちの一人、授戒師つまり戒を授け 人は、現在のタイでも一五年以上 出家歴があること 規定されています。　
先
述したように、二週間に一回の悔 改めを一五年続けた僧侶こそが 自分の体 なかに戒







俗人がいると。一度守って、また破って、破った途端に無効になるから、またもらうというかたちでやり続けるのだそうです。俗人にとっては、戒をもらって守ることは功徳になる行為なのです。そして、守れなかったことより、失敗し も何度で 守ろう 努めることに重きをおくのです。　
戒
というのは、文字でかかれたものを読んだりそらんじたりしているだけでは、持っている





戒を受けてお寺の講堂に泊まります。休み休みですが、めいめいに勤行、瞑想、勤行を繰り返します。数時間しか眠りません。そしてすべて済んだ後、一様に、自分が積んだ功徳を他界した霊に送ります。日本では施餓鬼といいま が、 功徳の廻向です。ほとんどの国で水 使います。カンボジアでは、花を散らすこともあります。自分が戒を守り、おこもりもして、法話を聴いたり瞑想したりして一晩明けて、自分の積んだ功徳を亡くなった霊に送ります。　
非常に具体的な場合は、
生前の家の世帯番号を告げて、 「ここにいた××（名前）に送ってく
































ことは、仏教に関わるということです。ですから、どのようなかたちでもいいのです。説法を聞くのもそうです。修行をするのもそうで 。お坊さんに、修行に専念して らうためにご飯を与えることも仏教を支えることになるということで、それらは全て貢献する行為ですから、仏教の存続に寄与する行為だから、功徳になるわけ 。　
よ
いことばかりしているのが人間ではありません。悪いこともしています。男は屠殺もした








一カ月でも、安居期間だけでも いから、出家してほしいと。出家することで息子自身も大きな功徳を得るのです 、その功徳が、得度式に関わった人（両親や世話人、儀礼の参集者）にも届くという考えがあります。ですから 膨大な資金を用意して得度式を準備します。それはタイのみならず、ラオス、カンボジア、シーサンパンナ（西双版納）タイ族自治州、ミャンマーでも同じように行われます。　
こ
うした考えは、親と子のつながりですから、恩義を重んじる日本人にもわからないでもな
















産事業主と仲よくなっていた。そして友人が還俗したとき、そのオーナーは、バストイレが三つもある豪華な新築マンションの一室を彼に譲りました。このような、日本で 考えられない関係が生じ ことも付け加え おきます。蕩尽　
さ
て、こうした局面をもつ仏教儀礼を、精霊祭祀と比べてみます。仏教儀礼は、目玉の徴標
を立てて部外者以外はお断り、 する聖隷祭祀とは ったく逆の様相を呈します。よそものは大歓迎されるのです。外国人でも、何も知ら い人も入ってき 、うずをまく　
考
えると、当たり前のことのようにみえます。例えば、よその人でお布施したいという人が
いれば、外部からのお金が入るわけです。お金でなくても、なんらかの物財がそこに献納されるわけです。あるいは、私のように食べにでかけるだけでも、そこにいる人と知 合いになり、関係がつくれる その開放性は精霊祭祀とは真逆の のです。　
精
霊祭祀が、いわゆ 集団内部の絆をつくるのに対し、絆のイデオロギーを外へ外へと拡散








kathina ） 」 という衣の献上式です。









教儀礼も、それぞれの特徴を持って、空間的な構造の特徴や目的が違いますが、饗宴の仕組みをよく見ていきます 、持っているものを全部吐き出すということは、適切な言 方ではありませんが、特にお金持ちではないけれども 持っている人が持っていない人に分けるという「富の再分配」というプロセスを顕現させるわけです。　「浅
草っ子の言葉でよくあるんだが」と東京の飲み屋でよく聞かされたのが、 「宵越しの金は






それから逃れたラッキーな人が、 「どうやら収穫したイモは、あなたの家が一番多いよ」となると、 の家の前に積み上げて、それまでに稼ぎ上げた財産、つぼなどの高価なもの、最近ではロレックス 時計かもしれません。 ういうものを置いて、みんなに分けるわけです。財産はぶち壊すということをやります。　
こ
れをやって、収穫が終わって、次の年にも同じように、二年、三年、どうなるのかわかり
ませんが、たいていうまい具合 均等に回っていくよ なるようです。そうやってみんな飢えをしのぐのです、収穫の少ない家でも、みんなで分けられるという原始的な競争原理を使いながら富の分配をやっ る。それにほぼ近いわけです。　
た
だ、こうした説明で了解はできても、仏教儀礼や精霊祭祀をさらに見ていきますと その













































土着の「知」の広がりがあるわけです。仏教では因果応報のことを「アートマン（無我） 」と自分というものの存在を想定 ないが故に、自分がやったことは自分に跳ね返ってくる 。死んだらどうなるのかということについて、いろいろと議論がありました。仏陀自身は、 「死んだら何もない。何も残らない」と言って ます。　
し
かし、ここまで記したように、亡くなった霊は、この世の日常世界ではない、どこかにい
るわけです。生きている人間は、自分が現世で積む功徳を、この世ならぬ存在に送ることをやってい のです。また、 因果応報 論理は、 自分がやったことは自分に返ってくるという論理です。逆にいえば、自分がやっていないことは返らない。生きている仏教 、しば ばその論理 矛盾します。こうした事態（実践）にたいして、 学者や知識人は判で押したように（ 「凡夫」による、を含意するかのよ な） 「民衆仏教」というラベル はってきました。しか この矛盾を現実の出発点とすれば、人々が精霊祭祀との歴史的な流れ なかでつくっ き 、仏教とのむすび付き方、心霊 の関わり方を強く残す実践と えます。あるいは、仏教以前の、もっと古い仏教
193









天空を漂い続けているものに誰もがアクセスできるわけ はない。 「教えや昔 人間






























るのが生活者で、仏法は自然の理（摂理）として了解される この図式がなりたたなくなったとき、どうなるでしょうか。都市 暮らしが、自然から乖離すればするほど、精霊祭祀にみられる信仰の局面が肥大化するように思われます。バンコクやその近郊の生活では 仏教のかたちも、功徳の報果の可視化が求められたり 瞑想も癒や のため 即席エクササイズになって、マインドフルネスを たう欧米人が客体化した仏教実践の捉え方に近づきます。そこでは、功徳も精霊も、利潤を追求する資本主義社会で消費さ るスピリチュアルなものに変質する作用が伴います。一見、 精霊がそこに生き残って るというよう みえますが、 その背景になるのは、畏怖の念をもたらす自然環境では く、人ど しを関係づけている社会システムで 。この文脈の違いを読む必要があ 思いま 。　
繰
り返しになりますが、仏教は「因果応報」つまり自業自得で、精霊祭祀はこの世ならぬも
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